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認知症の画像診断における���の役割につい
て概説する｡
認知症とは通常慢性あるいは進行性の脳疾患に
よって生じ, 記憶, 思考, 見当識など多数の高次
機能の障害からなる症候群であり, 単一の疾患や
類似の疾患群ではない｡ 従って原因となる様々な
疾患があり, それは表 (文献・認知症 !"
#$%$) のごとく極めて多数であって, 鑑別診断が
重要になる｡
さらに依頼側が非専門医, 一般診療医である場

合は認知症に類似したせん妄, 意識障害を生じう
る疾患も考慮する必要がある｡
そう考えた場合, さらに多くの病態がありうる｡

そこで���は認知症の画像診断で最初に施行す
べき検査である｡ ���であれば, 形態学的情報
で多くの疾患を除外できるからである｡ まず, 大
小の梗塞, 出血を正確な解剖学的位置情報ととも
に描出できる｡ この点に関して���は&'を凌
駕している｡ 意識障害は, 非専門医には認知症と
区別しづらいこともある｡ 意識障害の原因になる,
急性期微小梗塞, 微小出血は&'で描出するのは

困難である｡ しかし, ���では拡散強調像で急
性期の微小梗塞を高信号として, '#(強調像で急
性期の微小出血を低信号として明瞭に描出できる｡
そして, 側頭葉内側他の萎縮を���は&'より
明瞭に描出できる｡ %)*'装置でも十分に把握で
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